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会  議  録  

会 議 の 名 称 行田市在宅医療・介護連携推進協議会  普及啓発部会  

開 催 日 時   令和６年 12 月 12 日（木）  

   開会：18 時 30 分・閉会：19 時 15 分  

開 催 場 所 産業文化会館  第２会議室  

出席者（委員） 

氏 名 

松井毅、浅見和成、増田  和世、寒河江涼太、宮原愛、川島  治  

欠席者（委員） 

氏 名 

荒木  宏、矢那瀬淳一、高松真由美、白戸達介、藤村幸子、新井

竜、山岸克也、青木和宏、近藤慶一  

事 務 局 

行田市高齢者福祉課地域包括ケア担当  

行田市機能強化型地域包括支援センター緑風苑  

 

会 議 内 容 

・「行田人」第 21 号内容について（案）  

・「行田人」第 22 号以降内容について  

会 議 資 料 

（資料名・概要等）  

次第  

そ の 他 必 要 

事 項 

 

会議録の確定  

             

確定年月日  主宰者記名  

令和６年 12 月 23 日  

松井  毅  

浅見  和成  
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

 

松井委員  

各委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[開会 ] 18：30 

１ . 「行田人」第 21 号内容について（案）  

 １面、２面  

 ・施設等の紹介「特養」「老健」「サ高住」など  

１、２面で施設等の紹介シリーズを行っていく。  

 「ショートステイ」も掲載したほうがいいのではないか  

 施設を表形式で比較できるとよいか。  

 有料老人ホーム、軽費老人ホーム、グループホームなどもある。 

 ３面  

 研修部会の 10 月の研修報告を依頼する。  

ふらっと（研修）部会に記事作成を依頼する。  

本年度に実施した介護者教室の記事も掲載する  

4 面  

 食支援の取組みについての紹介  

 行田市内ウォーキングマップを掲載。参考資料として、市から

普及啓発部会にメールする。  

 

２  「行田人」第 22 号以降内容について  

市の認知症の取組み。  

職能団体の取組み。医師会フォーラムでパネルを作成している

ため、記事化は可能。  

12 月 13 日に在宅医療・介護連携支援センター主催の緩和ケア

研修会を予定しているため、その報告。  

4 つの場面を捉えた記事。  

介護者教室の報告。  

高齢者の方の中には、デイサービスに行くほどではないが、入  

浴を希望している方もいるため、入浴施設のある場所、老人福  

祉センターや憩いの場などの情報も掲載できるとよい。  

通いの場の送迎も市が開始予定と聞いているので、その記事も
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掲載できるとよい。  

  

次回の普及啓発部会は、４月に予定する。  

 

【閉会】19：15 

 


